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令和元年度 小松工業高校同窓会 総会・懇親会
後列左から　下出教諭　太田前庶務　村田中京支部監事　沢田会計　早戸関東副支部長　馬場健二様　須谷顧問
中　　　段　西田幹事　宮下監事　山城幹事　亀田浩様　林副会長　村田辰三様　中屋関東支部長　石田北國新聞支社長
前　　　列　中出相談役　玉屋県事務所長　黒田支部長　諸角学校長　山崎会長　村先顧問　藪中京支部長

令
和
元
年
度

関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

令
和
元
年
十
月
二
十
六
日 

（
土
曜
日
十
一
時
三
十
分
か
ら

十
四
時
三
十
分
）
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅

前
大
阪
丸
ビ
ル 

大
阪
第
一
ホ

テ
ル
で
令
和
元
年
度
の
関
西
支

部
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
母
校
、
同
窓
会
本
部
、
関

東
支
部
、
中
京
支
部
、
県
大
阪

事
務
所
、
北
國
新
聞
社
大
阪
支

社
等
か
ら
多
数
の
来
賓
を
お
迎

え
し
、
関
西
支
部
か
ら
の
九
名

と
合
わ
せ
総
勢
二
十
二
名
が
参

加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本

年
は
先
に
実
施
さ
れ
た
本
部
総

会
で
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新

体
制
の
役
員
に
多
数
参
加
頂
い

た
。
前
会
長
の
宮
川
様
は
急
な

入
院
で
欠
席
さ
れ
た
。

総
会
は
黒
田
支
部
長
か
ら
挨

拶
に
続
き
一
年
間
の
活
動
報
告

宮
下
監
事
の
会
計
報
告
が
承
認

さ
れ
た
後
、
山
崎
同
窓
会
長
、

諸
角
学
校
長
、
玉
屋
県
事
務
所

長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
本
年
初
参
加
の
昭

和
四
十
四
年
建
築
科
卒
の
馬
場

健
二
氏
の
乾
杯
で
開
始
し
ま
し

た
。
引
続
き
村
先
顧
問
、
石
田

北
國
新
聞
大
阪
支
社
長
の
挨
拶

と
下
出
教
諭
に
よ
る
母
校
の
活

山
崎
同
窓
会
長
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動
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
飲
食
を
し
な
が
ら
夫
々
の
楽

し
い
思
い
出
や
学
校
生
活
の
楽

し
か
っ
た
事
な
ど
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
来

賓
の
方
々
か
ら
頂
い
た
お
土
産

や
幹
事
持
ち
寄
り
の
景
品
が
多

数
集
ま
り
、
早
い
順
番
で
ビ
ン

ゴ
し
た
場
合
は
景
品
を
二
個
に

す
る
な
ど
大
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
楽
し
い
ひ
と
時
の

後
は
全
員
で
懐
か
し
い
校
歌
を

斉
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
期
し

て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

二
次
会
は
十
四
名
が
参
加
し

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

関
西
支
部
は
高
齢
化
が
進
み

七
十
五
歳
以
上
が
四
分
の
三
を

占
め
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
年

代
以
降
の
卒
業
生
の
参
加
が
同

窓
会
が
継
続
し
て
活
動
す
る
為

に
重
要
で
す
。
来
年
以
降
昭
和

五
十
年
代
以
降
の
会
員
が
参
加

さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

明石 社喜
新木喜久雄
俵 実
阪西 眞一
中山 亨
冨田 幹夫
橋 敏雄
橋出 達也
吉岡 昭一
南 武久
下川 重信
二木 勝
本瀬 愼吉
毛利 信二
中出 洋一
太田 孝郎
中正 宏
西井外美夫
梶原 正章
村田彌十六
高田 宗明
中田 隆男
小川 治樹
田端 英夫
中阪 暁
南出 勉
宮西 正矩
向井 均
武田 清司
中出 賢次
細川 裕二
西田 千恵
古野 安春
池上 進一
中本 章
平野 克彦
宮下美智子
小坂 和久
西出 文男
稲冨 将司
竹田八重子
土田　廣

昭和22年
昭和26年
昭和27年
昭和27年
昭和29年
昭和30年
昭和31年
昭和33年
昭和34年
昭和34年
昭和34年
昭和35年
昭和35年
昭和36年
昭和37年
昭和37年
昭和37年
昭和38年
昭和38年
昭和38年
昭和38年
昭和39年
昭和39年
昭和39年
昭和39年
昭和39年
昭和40年
昭和40年
昭和41年
昭和41年
昭和41年
昭和42年
昭和43年
昭和43年
昭和44年
昭和46年
昭和47年
昭和51年
昭和53年
平成０5年
昭和42年
昭和43年

京都市
東大阪市
加古川市
岸和田市
彦根市
柏原市
神戸市
大阪市
亀岡市
箕面市
和歌山市
四條畷市
尼崎市
交野市
たつの市
八幡市
河内長野市
高槻市
奈良市
伊丹市
大津市
岡山市
交野市
生駒市
和歌山伊都郡
枚方市
周南市
高槻市
加古郡
泉大津市
宇治市
京都市
柏原市
茨木市
彦根市
神戸市
川西市
大和郡山
寝屋川市
舞鶴市
京都市
住吉区

後半年余りで元気な卒寿を迎えますが？ 果たして！！ 何時もお世話になり有難う御座います。
私は元気です。同期の人は４人いましたが皆なくなりました。
高齢の為欠席します。
脳梗塞の為歩行が不自由です。今後は案内状不要です。
体調不良で今後も同窓会には出席できないと思います。
体調不調で欠席。
本年１月に神戸市に移転しました。
体力、気力、知力低下。声帯まで低下。カラオケの回数が週１回になり、楽しみ方探し中。
終活中です。
体調不良で闘病生活中。
シルバー人材センター地区安全対策員、期日前投票所投票立会人。
元気にしていますが別予定があり、欠席とさせて頂きます。
年齢が７８歳、年間６回以上旅行する様にしています。
淀屋研究会と重複の為欠席します。同窓会のお世話有難う御座います。
左膝の障害（事故）の為遠方へ出かける事が難しくなっております。
体調不良につき欠席とします。
老い先短い身で一切の交際を断交していますのでご理解下さい。
ご案内有難う御座います。年齢相応の日常です。
元気にしています。
入院中。同窓会便りもいりません。
最近病気が増えて外出、外食が出来なくなりました。腎臓病とパーキンソン病。
川崎医科大で医学教育改革に取り組み、定年退職後は教育委員会勤務。
当方元気で頑張っています。皆様方もお元気で会の運営頑張って下さい。
盛会を祈ります。
お世話いただき有難う御座います。
体の調子があまり良くありませんので欠席させて頂きます。宜しくお願い致します。
毎回ご苦労様。何事もなく一年が、これが何よりなのかも・・。
今まで有難う御座いました。
身の廻りの諸事情で今後の出席が難しく申し訳ございません。会の繁栄を祈っています。
何時もお世話有難う御座います。ご自愛下さい。
二年前に会社を退職し、今は地域の行事に参加しながら元気に暮らしています。
今後全ての郵便物を送らないで下さい。名簿を消してもらっても構いません。
現在も建築設備工事に携わって元気にやっています。土曜日も出勤です。
昨年６８歳の誕生月で退職しました。
健康状態不良に付き欠席します。
体調不良で欠席します。
Amazonキャンドル（電子書籍）で本を出版しました。（くすっと笑えるゴンちゃんの猫川柳Ⅰ）。
定年退職後再雇用で働いています。都合により欠席いたします。皆様お元気でお過ごし下さい。
現在転居を行い新しい職場で日々頑張っています。
船乗りとして26年。中々総会に参加できず申し訳なく思っております。
皆様お世話様です。当方それなりに元気で感謝ですが連れ合い他が病気だったりです。
老後とはなんと楽しいものですね。腹が減れば食べて疲れれば休む。畑仕事も良い運動だ。

出席されない方々からのメッセージご紹介です お断り：メッセージは記入スペースの関係で一部割愛と簡略化しています
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野
球
部
活
動

石
川
県
立
小
松
工
業
高
等
学
校

野
球
部
部
長
　
下
出 

純
央

い
つ
も
小
松
工
業
高
校
野
球

部
へ
の
ご
声
援
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
今
年
３
月
か

ら
５
月
末
ま
で
の
休
校
措
置
の

た
め
、
例
年
よ
り
２
か
月
遅
れ

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
新
入

部
員
が
30
名
入
部
し
、
総
勢
71

名
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
部
員
不
足
に
悩
む
学

校
も
あ
り
ま
す
が
、
大
人
数
と

い
う
こ
と
に
甘
え
ず
、
全
部
員

の
力
を
合
わ
せ
、
３
度
目
の
甲

子
園
出
場
と
甲
子
園
で
校
歌
を

歌
う
こ
と
を
目
標
に
部
員
と
指

導
者
が
一
体
と
な
り
、
部
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊
野
球
部
ス
タ
ッ
フ
と
部
員
数

部
長
：
下
出
純
央

監
督
：
中
野
稔

顧
問
：
田
中
佑
・
木
村
圭
佑

部
員
：
１
年
生
【
30
名
】

　
　
　

２
年
生
【
21
名
】

　
　
　

３
年
生
【
20
名
】

昨
年
度
は
、
創
立
80
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
、
何
と
し
て

も
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
い

と
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
春
季

県
大
会
は
初
戦
敗
退
。
夏
の
甲

子
園
大
会
に
つ
な
が
る
県
大
会

で
は
４
年
ぶ
り
に
初
戦
で
勝
利

し
、
２
回
戦
で
敗
退
し
、
残
念

な
が
ら
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
新
チ
ー
ム

最
初
の
公
式
戦
で
あ
る
秋
季
大

会
で
も
初
戦
突
破
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
目
標
と
し
て

い
た
北
信
越
大
会
出
場
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
の
悔
し
さ
を
糧
に
、
冬

場
の
鍛
錬
を
重
ね
て
今
春
を
迎

え
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
春
の
選
抜
大
会

と
春
季
県
大
会
が
中
止
と
な
り
、

３
年
生
に
と
っ
て
は
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
の
無
念

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
夏
の
選
手
権
大
会
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
し
た
が
、
石
川

県
で
は
独
自
の
代
替
大
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
３
年

生
に
と
っ
て
は
最
後
と
な
る
大

会
に
向
け
て
、
６
月
の
学
校
再

開
以
降
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
７
月
18
日
に
は

地
区
予
選
の
試
合
が
行
わ
れ
、

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
対

１
で
大
聖
寺
実
業
に
勝
利
し
、

県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

迎
え
た
県
大
会
１
回
戦
で
は
、

県
立
工
業
と
対
戦
し
、
初
回
に

先
制
し
、
リ
ー
ド
を
守
り
切
り

２
回
戦
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
８
を
か
け
た
津
幡
戦
で

は
、
序
盤
に
失
点
し
、
苦
し
い

展
開
で
し
た
が
、
中
盤
に
１
点

を
返
し
、
そ
の
後
も
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
ま
し
た
が
あ
と
１
本
が

出
ず
、
１
点
差
で
敗
戦
と
な
り

ま
し
た
。
３
年
生
部
員
に
と
っ

て
最
後
の
大
会
は
県
大
会
ベ
ス

ト
16
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、
野
球
部
で
活
動
し
た

経
験
を
今
後
の
人
生
に
生
か
し
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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吹
奏
楽
部
活
動

吹
奏
楽
部
顧
問
　
山
岡 

善
一
　

吹
奏
楽
部
は
、
一
年
生
９
人
、

二
年
生
12
人
、
三
年
生
12
人
の

計
33
人
で
日
々
楽
器
演
奏
、
マ

ー
チ
ン
グ
の
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
た
く
さ

ん
の
企
業
や
地
域
で
マ
ー
チ
ン

グ
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
つ
一
つ
の
演
奏
を
良

い
も
の
に
す
る
た
め
に
炎
天
下

の
中
で
も
毎
日
練
習
を
頑
張
り

ま
し
た
。

三
年
生
に
と
っ
て
は
集
大
成

で
あ
る
第
五
十
八
回
定
期
演
奏

会
。
短
期
間
で
音
や
動
き
を
合

わ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
、
全
員

が
一
つ
に
な
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
定
期

演
奏
会
は
大
成
功
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
成
功

は
、
歴
代
の
先
輩
方
、
顧
問
の

先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、
そ

し
て
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
で
五
十
九
代
目
に
な
り

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
予
定
さ
れ
て
い
た
行
事

な
ど
が
中
止
と
な
り
活
動
の
制

限
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先

輩
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
活

か
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
令
和
元
年
度
の
主
な
行
事
】

①
第
39
回
石
川
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
（
第
43
回
吹
奏
楽

演
奏
会･

マ
ー
チ
ン
グ･

バ

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
）

②
第
28
回
小
松
市
民
音
楽
祭
で

③
第
35
回
石
川
県
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

④
２
０
１
９
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ

コ
マ
ツ

⑤
第
23
回
石
川
県
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
（
第
5

回
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
）

⑥
第
58
回
定
期
演
奏
会

今
後
も
本
校
野
球
部
の
基
本

方
針
で
あ
る
、
目
標
は
「
甲
子

園
」、
目
的
は
「
人
間
形
成
」

を
胸
に
抱
き
、
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
多
く
の
方
々
と
力
を

合
わ
せ
、
伝
統
あ
る
小
松
工
業

野
球
部
を
更
に
発
展
さ
せ
る
べ

く
、
野
球
を
通
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
を
大
切
に
し

て
、「
礼
儀
正
し
く
元
気
な
挨

拶
や
返
事
」「
周
囲
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
」
こ
と
が
し

っ
か
り
と
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
、
３
回
目
の
甲
子
園
出
場
を

果
た
し
「
甲
子
園
で
勝
利
し
て

校
歌
を
歌
う
」
と
い
う
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
に
、
顧
問
一

同
、
部
員
た
ち
と
共
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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計 12名

計 10 名

合計 22 名

令和元年度 小松工業高校同窓会 関西支部総会・懇親会 出席者名簿（敬称略）

ご　来　賓 関　西　支　部氏　名 氏　名卒　年 卒　年
石川県大阪事務所 所長
北國新聞社大阪支社 支社長　
小松工業高等学校 学校長
小松工業高等学校 教諭
小松工業高等学校 同窓会会長
小松工業高等学校 同窓会顧問
小松工業高等学校 同窓会会計
小松工業高等学校  白山能美支部長
小松工業高等学校 中京支部長
小松工業高等学校 中京支部監事
小松工業高等学校 関東支部長
小松工業高等学校 関東副支部長

相談役
顧問

関西支部会員
監事

関西支部会員
幹事

支部長
関西支部会員
関西支部会員

幹事

玉屋 匡康
石田 雅浩
諸角 敏彦
下出 純央
山崎 秀雄
村先 憲之
林 國夫
沢田 貞
藪 卓二
村田 輝好
中屋 豊司
早戸 三郎

中出 良太
須谷 修治
村田 辰三
宮下 章宏
亀田 浩
山城 功
黒田 幸夫
馬場 健二
岡田 進
西田 和雄

——
——
——
——

Ｓ４４年建築
Ｓ４１年電気
Ｓ４2年機械
Ｓ４６年建築
Ｓ４６年機械
Ｓ３９年電気
Ｓ44年建築
Ｓ43年電気

Ｓ２４年機械
Ｓ３４年電気
Ｓ３４年紡績
Ｓ３５年機械
Ｓ３５年機械
Ｓ３9年機械
Ｓ４０年電気
Ｓ44年建築
Ｓ44年建築
H１年機械

関
西
地
区
へ
就
職
・
進
学
の

新
卒
者
説
明
会
を
開
催

本
年
の
卒
業
生
で
関
西
地
区

へ
の
就
職
、
進
学
者
へ
の
同
窓

会
関
西
支
部
活
動
紹
介
や
支
部

入
会
を
説
明
す
る
新
卒
者
説
明

会
を
一
月
二
十
四
日
（
金
）
三

時
三
十
分
か
ら
母
校
同
窓
会
館

で
中
京
支
部
と
合
同
で
開
催
し

ま
し
た
。

下
出
教
諭
の
趣
旨
説
明
の
後
、

同
窓
会
山
崎
会
長
か
ら
『
何
か

困
っ
た
事
が
生
じ
た
ら
、
先
輩

を
活
用
し
前
向
き
な
対
応
を
図

っ
て
頂
き
た
い
』
旨
の
話
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
支
部

毎
に
分
か
れ
て
支
部
活
動
状
況

や
入
会
の
お
願
い
を
実
施
。

本
年
は
対
象
者
も
少
な
く
、

顔
を
合
わ
せ
て
話
が
出
来
た
と

入
会
希
望
者
が
出
る
事
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
関
西
へ
の
就
職
・
進

学
希
望
者
は
十
一
名
で
本
年
は

五
名
で
し
た
。
内
就
職
希
望
者

は
一
名
で
県
外
就
職
者
が
年
毎

に
少
な
く
な
っ
て
い
る
厳
し
い

現
状
に
今
後
の
同
窓
会
活
動
に

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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令和二年支部総会開催中止のご案内

関西支部同窓会 総会「思い出の写真」

令和二年の関西支部総会は十一月十四日に例年通り、大阪第一ホテルで開催の予定でしたがコロナウイル
スが国内で拡大し多くの方が罹患している現状や令和二年七月豪雨の影響が残る現状を鑑み開催を中止
する事になりました。
会員各位におかれましてはなお一層健康に留意されご健勝に過ごされる様祈念いたします。
令和三年の支部総会は十月二日（土曜日）大阪第一ホテルで開催予定です。ご出席頂きます様お願い申し
上げます。また、本年は本部総会、中京支部総会、関東支部総会もコロナの影響により全て中止されました。

これまで開催の関西支部総会の写真から紹
介します。 懐かしい方々のお顔を見つけてく
ださい。 
懐かしい写真をお持ちの方は支部長まで送
ってください。 写真はコピーを取らせていた
だき返却いたします。

平成30年10月20日（土）
大阪マルビル　大阪第一ホテル

◎住所変更の場合は、速やかに連絡をお願い
住所変更・電話番号変更の場合は、支部名簿管理担当へ連絡して下さい。受けた連絡は、業

者委託名簿も更新するように手配します。一旦、宛先不明になりますと以降の案内 ･ 同窓会た
よりなどは送れなくなります。毎回の連絡で六～十名は宛先不明として戻ってきます。

◎会報への寄稿とご意見のお願い
今後の会報に掲載する寄稿文をお願いします。「学校の思い出」「趣味紹介」など同窓会の皆

様にお伝えするメッセージを、発表してください。文字数の制限はしませんが八〇〇字程度で、
写真も一緒にお願いします。但し、会報では白黒印刷になります。会報への忌憚のないご意見
をお願いします。内容への感想、間違い指摘、会報発行方法など気づいたことがあればどんな
ことでも意見をお寄せください。但し、個人への中傷誹謗に類する言葉は受付ません。

◎送り先は下記いずれかの方法でお願いします。
①郵送：〒５７３―００１２　枚方市松丘町１５−１５　黒田幸夫
② 電話：０７２―８４９―２５５３　③ Ｅメール：kurodata@paw.hi-ho.ne.jp　
同窓会ホームページは内容も充実し、小松工業高校ホームページともリンクしています。
小松工業高校同窓会ホームページ http://kth-dousoukai.net/


